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深
瀬
営
農
組
合
は
、
道
の
駅
ら
っ
せ
い
三
郷
の
北

に
位
置
し
、
農
地
は
標
高
３
２
２
m
～
４
６
０
m 

（
標
高
差
１
２
０
m
）
の
傾
斜
の
あ
る
中
山
間
地
集

落
で
す
。

組
合
の
創
立
は
、
昭
和
59
年
に
「
生
産
性
の
高
い

農
業
構
造
の
確
立
を
図
る
」
を
目
的
と
し
て
立
ち
上

げ
、
現
在
も
当
時
と
変
わ
ら
な
い
意
思
を
継
承
し
、

約
50　
の
農
地
管
理
を
53
名
の
組
合
員
で
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

当
地
区
の
特
色
と
し
て
、
昭
和
41
年
よ
り
水
稲
種

子
生
産
地
の
指
定
を
受
け
て
お
り
、
作
付
け
水
田
の

約
7
割
に
当
た
る
24　
で
種
子
生
産
を
行
っ
て
い
ま

す
。農

業
用
水
は
、
昭
和
40
年
代
に
整
備
さ
れ
た
、
深

瀬
用
水
及
び
中
部
用
水
が
あ
り
、
安
定
し
た
水
源
を

有
し
水
稲
生
産
を
行
っ
て
い
ま
す
。

組
合
活
動
は
、
中
山
間
地
直
接
支
払
い
制
度
を
活

用
し
、
平
成
19
年
度
よ
り
大
型
共
同
機
械
整
備
を
進

め
、
田
植
機
3
台
・
コ
ン
バ
イ
ン
3
台
・
ト
ラ
ク
タ

ー
2
台
等
に
よ
り
作
業
受
託
体
制
を
整
え
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
農
薬
散
布
に
つ
い
て
ド
ロ
ー
ン
を
活
用

し
た
共
同
防
除
に
も
取
り
組
み
、
基
幹
作
業
を
共
同

化
す
る
こ
と
で
コ
ス
ト
の
削
減
及
び
農
家
の
作
業
軽

減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
組
織
内
の
オ
ペ
レ
ー
タ
に
よ
り
、
小
学

生
の
農
業
体
験
指
導
や
耕
作
放
棄
の
恐
れ
の
あ
る
農

地
に
つ
い
て
ソ
バ
や
牧
草
の
作
付
け
を
行
い
、
農
地

の
保
全
に
努
め
て
い
ま
す
。

耕
作
者
の
高
齢
化
・
後
継
者
不
足
・
鳥
獣
被
害
等

に
よ
り
農
地
管
理
に
苦
労
し
て
お
り
、
今
後
、
意
欲

あ
る
後
継
者
の
育
成
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

深
瀬
営
農
組
合

�

代
　
表
　
小
　
林
　
敏
　
博

ha

ha

三郷町とは？
江戸時代末期、岩村藩領であった。
1889年（明治22年）野井村、佐々良木村、椋実村が合併し、三郷村となる。
1954年（昭和29年）恵那郡大井町、長島町、東野村、武並村、笠置村、中野方村、飯地村と合併して恵那市と命名し、三郷村から三郷町となる。

深瀬地域とは？
三郷町佐々良木の一部で恵那市南東部に該当し、なだらかな丘陵地域の山村であり、深瀬の名前は1832年（天保3年）の地図に地名があり江戸時代か
ら集落として存在した地域である。



推進委員地区担当表

西
にし
尾
お
　邦

くにひこ
彦

佐
さ
々
さ
木
き
　博
ひろし

小
こばやし
林　裕

ひろあき
明

林
はやし
　　吉

よしはる
晴

森
もり
井
い
　繁

しげ
美
み

牧
まき
野
の
　博

ひろとし
利

安
あんどう
藤　秀

ひで
美
み

伊
い
藤
とう
　善
よしひろ
啓

伊
い
藤
とう
　弘
ひろみち
通

鷲
す
見
み
　典
のりゆき
幸

伊
い
藤
とう
　幸
ゆきひこ
彦

藤
ふじかわ
川　寿

かず
男
お

浅
あさ
井
い
　章
あきひろ
宏

大
おおしま
島　春

はる
美
み

渡
わたなべ
邉　正

まさ
喜
き

市
いちかわ
川　　直

なおし

阿
あ
知
ち
波
は
勝
かつひこ
彦

櫻
さくらい
井　卓

たく
男
お

安
あんどう
藤　利

としひろ
寛

杉
すぎ
浦
うら
　榮
えい
治
じ

津
つ
田
だ
　吉
よしあき
章

三
み
宅
やけ
　孝
たか
欣
よし

農業委員・推進委員が代わりました

※◎（会長）　　○（職務代理）　　■地区委員長　　□副委員長
※（正）地区の責任者　（副）地区の補佐　　許可申請書は（正）の担当者へ提出して下さい。

任期：令和7年11月14日～令和10年11月13日

農地利用最適化推進委員
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大井町・長島町・東野
地区 役職 氏　　名 住　　所 担当地区

第
１
地
区

鈴
すず
木
き
　啓
けいすけ
介 農

大井町

JR中央線北側（正）

□ 纐
こうけつ
纈美

み
由
ゆ
紀
き 農 JR 中央線南側（正）

武
たけ
生
お
　雅
まさ
美
み 農 JR 中央線南側（副）

牧
まき
野
の
　博
ひろとし
利 推 JR 中央線北側（副）

可
か
知
ち
　幸
ゆき
男
お 農

長島町

正家・中野

藤
ふじかわ
川　寿

かず
男
お 推 永田・鍋山

阿
あ
知
ち
波
は
勝
かつひこ
彦 推 久須見

■ 三
み
宅
やけ
　一
かずあき
彰 農

東野
市道袖畑笠作線西側

三
み
宅
やけ
　孝
たかよし
欣 推 市道袖畑笠作線東側

三郷町・武並町
地区 役職 氏　　名 住　　所 担当地区

第
２
地
区

■ 村
むら
瀬
せ
　耕
こうへい
平 農

三郷町

野井（大沢・東・中切・西）

小
こばやし
林　初

はつ
世
よ 農 佐々良木・椋実（副）

森
もり
井
い
　繁
しげ
美
み 推 野井（宮の前）

伊
い
藤
とう
　幸
ゆきひこ
彦 推

武並町

佐々良木・椋実（正）

□ 渡
わたなべ
邉　春

はるまさ
正 農 藤（正）

市
いちかわ
川　　直

なおし 推 藤（副）

津
つ
田
だ
　吉
よしあき
章 推 竹折

笠置町・中野方町・飯地町
地区 役職 氏　　名 住　　所 担当地区

第
３
地
区

■ 遠
えんどう
藤　　和

さとる 農
笠置町

河合・姫栗（南・田沢）

林
はやし
　　吉

よしはる
晴 推 毛呂窪・姫栗（中切・切山・石山）

□ 柘
つ
植
げ
　豊
ほうせい
生 農

中野方町

県道68号恵那白川線東側

長
は
谷
せ
川
がわ
富
ふ
美
み
代
よ 農 全域（副）

鷲
す
見
み
　典
のりゆき
幸 推 県道68号恵那白川線西側

纐
こうけつ
纈貴

き
一
いち
郎
ろう 農

飯地町
全域（正）

渡
わたなべ
邉　正

まさ
喜
き 推 全域（副）

第15号2026年１月



農業委員・

保
ほ
母
ぼ
　直
なお
彦
ひこ

原
はら
　　聡

さと
志
し

遠
えんどう
藤　　和

さとる

三
み
宅
やけ
　一
かずあき
彰

鈴
すず
木
き
　啓
けいすけ
介

仲
なか
田
だ
　菜

な
那
な

梅
うめもと
本　信

のぶ
枝
え

柘
つ
植
げ
　豊
ほうせい
生

村
むら
瀬
せ
　耕
こうへい
平

纐
こうけつ
纈美

み
由
ゆ
紀
き

大
おお
島
しま
　政
まさ
幸
ゆき

近
こんどう
藤　明

あきのり
徳

長
は
谷
せ
川
がわ
富
ふ
美
み
代
よ

小
こばやし
林　初

はつ
世
よ

武
たけ
生
お
　雅
まさ
美
み

水
みず
野
の
　守

もり
文
ふみ

纐
こうけつ
纈貴

き
一
いち
郎
ろう

渡
わたなべ
邉　春

はるまさ
正

可
か
知
ち
　幸

ゆき
男
お

農地利用最適化推進委員農業委員

農業委員と農地利用最適化推進委員の選任イメージ

地域の農業者や農業団体

農業委員会市町村長

推薦・公募

同意 任命 委嘱市町村議会

男性 女性

委農委

農業委員・推進委員が代わりました

※◎（会長）　　○（職務代理）　　■地区委員長　　□副委員長
※（正）地区の責任者　（副）地区の補佐　　許可申請書は（正）の担当者へ提出して下さい。

農 業 委 員

3

岩村町・上矢作町
地区 役職 氏　　名 住　　所 担当地区

第
４
地
区

□ 原
はら
　　聡

さと
志
し 農

岩村町

富田（副）

杉
すぎ
浦
うら
　榮
えい
治
じ 推 岩村

小
こばやし
林　裕

ひろあき
明 推 富田（正）

伊
い
藤
とう
　弘
ひろみち
通 推 飯羽間

○ 梅
うめもと
本　信

のぶ
枝
え 農

上矢作町

下地区（副）

■ 近
こんどう
藤　明

あきのり
徳 農 上地区（副）

大
おおしま
島　春

はる
美
み 推 下地区（正）

安
あんどう
藤　利

としひろ
寛 推 上地区（正）

山岡町・明智町・串原
地区 役職 氏　　名 住　　所 担当地区

第
５
地
区

□ 水
みず
野
の
　守
もり
文
ふみ 農

山岡町

馬場山田・久保原

佐
さ
々
さ
木
き
　博
ひろし 推 釜屋・下手向

伊
い
藤
とう
　善
よしひろ
啓 推 田沢・上手向

浅
あさ
井
い
　章
あきひろ
宏 推 原・田代

■ 保
ほ
母
ぼ
　直
なおひこ
彦 農

明智町

吉田（大田・吉良見・大泉・阿妻）

仲
なか
田
た
　菜

な
那
な 農 横通

櫻
さくらい
井　卓

たく
男
お 推 静波（東方・杉野・野志）

西
にし
尾
お
　邦
くにひこ
彦 推 旧明知

◎ 大
おおしま
島　政

まさゆき
幸 農

串　原
全域（閑羅瀬・川ヶ渡・柿畑・木根・大平以外）

安
あんどう
藤　秀

ひで
美
み 推 閑羅瀬・川ヶ渡・柿畑・木根・大平

第15号2026年１月



4

�

恵
那
市
農
業
委
員
会　
会
長　

大
島　
政
幸

こ
の
度
の
農
業
委
員
会
改
選
に
よ
り
農
業
委
員
19
名
、
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
22
名
が
任
命
さ
れ
、
総
会
で
会
長

に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
農
業
委
員
・
推
進
委
員
と
共
に
市
農

業
の
発
展
の
た
め
精
一
杯
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
近
年
は
先
の
見
通
せ
な
い
不
安
定
な
世
界
情
勢
や

資
材
費
人
件
費
等
の
高
騰
、
人
口
減
少
、
担
い
手
不
足
・
後

継
者
不
足
と
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
改
正
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進

法
の
施
行
に
よ
り
、「
人・農
地
プ
ラ
ン
」
か
ら
「
地
域
計
画
」

と
な
り
、
地
域
が
目
指
す
将
来
の
農
地
利
用
の
姿
を
明
確
に

し
て
い
ま
す
。
地
域
計
画
を
よ
り
良
い
も
の
に
す
る
た
め
地

域
の
方
々
と
再
検
討
し
実
現
に
向
け
た
見
直
し
を
進
め
な
が

ら
、
農
地
利
用
の
最
適
化
や
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
を
推
進

し
、
次
の
世
代
へ
引
継
ぎ
持
続
可
能
な
農
業
を
進
め
る
こ
と

が
役
割
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
遊
休
農
地
発
生
防
止
の
観
点
か
ら
農
業
委
員
会
の

役
割
で
あ
る
農
地
法
に
基
づ
く
移
動
の
許
可
業
務
も
重
要
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
市
及
び
農
業
発
展
の
た
め

尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
会
長
就
任
に
あ
た
っ

て
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

会
長
挨
拶

三宅一彰
【東野在住】

小林初世
【三郷町在住】

纐纈貴一郎
【飯地町在住】

原　聡志
【岩村町在住】

仲田菜那
【明智町在住】

編集委員：纐纈美由紀・武生雅美・小林初世・纐纈貴一郎・仲田菜那・長谷川富美代・梅本信枝

保険料の額は、２万円～６万７千円の間の千円単位で、自由に決められます。
一定の要件を満たす35歳未満の方は１万円から選択できます。
しかも、支払った保険料は全額、社会保険料控除の対象になり、所得税、住民税の
節税につながります。
将来受給する年金の原資として積み立てていく積立方式（確定拠出型）の終身年金です。
認定農業者等の農業の担い手には、国庫補助制度もあります。

❶20歳～60歳まで
❷年間60日以上、農業に従事（農地の保有要件はありません）
❸国民年金第１号被保険者（保険料納付免除者は除く）
▲この３つの要件を満たしている方は加入の対象となります。

さらに、年間60日以上農業従事する60歳～65歳未満の国民年金の任意加入者も加入できます。

私たち、
農業者年金

推進部長は
、

農業者年金
を

推進してい
ます。

気軽にお声
かけ

ください♬　

お問い合せ先　農業者年金推進部長、またはお住まいの地域の農業委員、恵那市農業委員会まで

是非、ご加入を検討してみてください。

加入要件

農業者年金ご存じですか？
農業者年金推進部長からのお知らせ

第15号2026年１月


